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職員と力を合わせ、よりよい小児医療の実現を目指したい。           (斎藤)
昭和46年7月建設調査費議決         昭和57年10月外科系2科開設
昭和47年7月建設地を小樽市に決定      昭和62年1月紹介型病院の指定
昭和48年3月小樽市銭函に用地取得      平成5年3月MRI棟増設
同 年4月小児センター設立準備室設置   平成H年3月本館耐震工事終了
同 年7月医療法による開設計可      平成12年10月新生児特定集中治療室許可
同 年H月小児センター起工式       平成13年4月相談室開設、理学療法士配置
昭和51年7月小児センター本館完成      平成14年4月眼科開設
同 年10月看護婦宿舎完成         平成15年3月北海道立小児総合医療・療育センター
昭和52年6月小児センター落成式           (仮称)基本計画による「基本設計」策定
同 年6月27日 診療開始         平成16年3月同計画による「実施設計」策定












敷 地 面 積
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医療ガス・LPG庫
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器   材「  庫
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[開棟年月]              [運用病床数]
昭和52年6月診察開始病床数             30
平成12年10月新生児特定集中治療室許可 (6床)
昭和52年6月診察開始病床数              5
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管 理 8, Pヨ
講 堂
生 理 検 査 奎
エックス線撮影室
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外 来 受 付









割 検 室 B
共同研究室
中央監視室







設 備 名 設 械器備 数量 型式及び性能
空調換気設備
チーリングユニット型冷凍機
ク ー リ ン グ タ ワ ー
給湯設備・プレート式熱交換機
給湯設備・プレート式熱交換機
危 険 物 地 下 タ ン ク









































電 気 設 備
高 圧 屋 外 キ ュ ー ビ ク ル
高 圧 屋 内 キ ュ ー ビ ク ル
高 圧 進 相 用 コ ン デ ンサ ー
自 家 発 電 装 置
直 流 電 源 装 備
昇 降 機 設 備
構 内 電 話 交 換 設 備
拡 声 放 送 設 備
ヘ リ ポ ー ト 照 明 設 備


















プラシレス発電機 6 6 KVA・1000k●A
サイリスタ式整流器 鉛蓄電器400AII
エレベーター      3台
ダムウェイター     3台
外線7回線 内線136回線
親時計 水晶発振式4回線















































手  術  室
麻  酔  科
集中治療室(ICU)
中 央 材 料 室
一 般 検 査 室
生 理 検 査 室
生化学 検査室
細 菌 検 査 室
血 液 検 査 室
血 清 検 査 室
病 理 検 査 室
写  真  室
小 児 外 科
心臓血管外科
脳 神 経 外 科
眼
放 射 線
外  来  棟
新 生 児 病 棟
乳 児 病 棟




ア 役 職 者 名 (平成18年9月1日現在)






















































































































































































































































































































































理 学 療 法 士
栄  養  士
看 護 職 員
事 務 職 員
電 気 技 術 員
臨床工学技 師
写 真 技 術 員











































































































































・病を持つ こどもと家族が 安心して利用できる 施設をめざします














































































がないことから前年と同じ使用量とした。                    (平成17年11月24日)
(工)臨床検査業務委員会 (事務局 :検査部)・・・開催実績なし
(オ)情報図書委員会 (事務局 :総務課)  ・・・開催実績なし
(力)所内広報委員会 (事務局 :総務課)









⑥診療録等の保存・廃棄⑦予防接種フロー、など。   (平成17年度 12回開催)



















































札幌医科大学医学部 麻酔科臨床実習 6～7月 4名
小児外科実習 7月 2名
施設体験実習 10月 5名
衛生学院 小児看護学実習 5～9月 38名
助産学科臨地実習 9月 24名
臨床検査臨地実習 6～9月 18名
旭川医科大学医学部 早期体験学習 8月 1名
市立小樽病院高等看護学校 小児看護学実習 9月 27名
北海道医療大学看護福祉学部 看護学科小児専門病棟実習 7月 4名
藤女子大学人間生活学部 食物栄養学実習 8～12月 4名




道内 道外 道内 道外 道内 道外
年度 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数
H13 2 20 3 5 159 0 0 7 59 3 13 31 ??
H14 3 8 0 0 9 19 1 1 3 23 4 9 20
H15 2 6 0 0 4 62 0 0 7 40 2 15
H16 2 0 0 0 0 1 6 30 1 11 10
H17 1 5 0 0 2 3 1 1 1 26 0 0 5
イ Tumor Board(腫瘍症例検討会)
第59回Ttllnor Board(平成17年4月11日)から第68回(平成17年11月16日)まで計16症例の小児腫瘍症例に
ついて、血液腫瘍科、外科、病理、検査部が参加して集学的 (チー ム医療に基づいた)、 活発かつ有意義な検




薬 事 委 員 会
薬事に関する事項について所長の諮間に応じて調査審議し、その結果を報告し、
意見を建議する。









情 報 図 書 委 員 会
情報処理および図書の管理運営に関する事項について所長の諮間に応じて調査
審議し、その結果を報告し、意見を建議する。





防 災 対 策 委 員 会 防災管理業務の適正な運営を図ることを建議する。
診 療 委 員 会
診療業務等に関する事項について所長の諮問に応じて調査審議し、その結果を
報告し、意見を建議する。





医療 安 全 管 理 委 員 会
医療過誤の発生・原因等について所長の諮問に応じて調査審議し、その結果を
報告し、意見を建議する。









安 全 衛 生 委 員 会
北海道職員健康管理規定第23条の規定に基づき、小児総合保健センター職員の
健康の保持・増進及び健康障害の防止に係ることを審議する。


















平成15年度 平成16年度 文揃 戦
B/AX llXl
平成17年度 対前年比







入 院 収 益
千口







外 来 収 益 258,7147 4% 266,7408 3%103 1% 232,6027 2%87 2%
その他医業収益 2,70901% 2,5360 1%98 6・/ 2,4230 1%95 5%
計 1,716,05049 0%1,650,9125  2%96 20/1,356,30742 0%82 2%
医 業 外 収 益 1,782,85351 0%1,574,8894  8%88 3・/ 1,734,5023 8%110 1%
うち一般 会計
繰  入  金 1,691,9864  4%1,468,09345 5%86 8%1,704,20952 8%116 1%







給 与 費 1,914,98355 7%1,870,20658.5%97 7%1,896,15059 3%101 4%
材 料 費 623,66118 1% 601,5981  8%96 5% 431,00913 5%71 6%
経 費 661,75119 2% 446,75714 0%67.5% 426,713 3%95 5%
計 3,200,39593 1%2,918,56191.3%91.2%2,753,8726 1%94 4%
医 業 外 費 用 237,7406 9% 279,4698窃 117.6% 227,5147 1%81 4%
特 別 損 失 0 00°/ 0 0 0%0_0% 0 0 0%00%
A




全 体 60,768 27,771 45 7% 109,423 394 0%
自 己
〈除一般会計繰入金)
∠ゝ1,631,218 ∠ゝ1,440,322 88 3%∠ゝ1,594,786 H07・/
自 己 収 支 比 率 52 6% 55 0% 46 5%
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=リ区分 H17 4H17 5H17 6H17 7H17_ 8H17 9H1710
診療日数
(日)
ス 障 ∞ 31 ∞ 31 311 31












1,983 1,994 2,198 1,9∞ 1,764 1,771
外来 779 75 780 766 893 799 7弱
1日平均
ス 瞭 640 640 665 70 9 613 588 57 1




初 診 料 27328049" 鶏 llXl 275,290凱 800 261,7m221,囲
再  診  料 Щ 960 821,341 855,1∞ 846,7al職 840 8χヽ 110 鋤 ,990
指  導 料 1,743601,602,5al1,748ヽ70 1,494,憫1,職21Xl 1,の680 1,7m5m
在  宅  料 7,%Z6908,41,880&7n m7,777,2Ю8,田44108,931,PЮ&487,290
薬 料 2,965,1802,763,070&η38∞ 2810,1003,037,1103,01947027鴫280
注  射  料 5,4如 43五3XlQ4191"Q懸,5904631,9704496,8∞Q4324∞
処 置 料 40λ380 3343,7804,優B01035%,9402824,20841,680&291,970
手術・ 麻酔料 35,η48002,672 31Xl24,鬱7 6alλ 668,9"1■452,49021,173,87021,147,3∞
検 査 料 9,40まЮ &“λ340 9,43240&93ζ730lQ 231,3al7,47&310λまヽ 830
画 像 診 断 料 2,∞ζ f12112れ,6402,9乳別 27■,290&颯ヽ270 2,&返,3902461,5al
療養担当手当 盤ζ5∞ 0 0 0 0 0 0
入 院 料 54,積L670臨 010890
“
,73≧6∞ 軋 Ю3,80114&778,660も,580,71Xl毛 5“,7∞
食 事 療 養 費 2,●27∞ 2∝4 4Xl2 703 1XXl2813,2輸2692,4∞2,Юl,GXl2251,440
そ  の 他 砒 700 社 翻 7Z6al 47,Ⅷ 礼 剛 亀 71Xl 86, 馬(Ю







ス 障 ■ 7「o3 48,672 51,716 45,196 45, 圏 化 ∝1 48, 盤
外来 2885 Z隔 4735 21,3072231 a373 Z Юl
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H17.11H1712H18  1H18_ 2H18 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計





1,821 2,021 2069 1,9∞ 2,239 a"1 2310
", 439
731 757 643 907 ,256 lQ 6115 11,126
∞ 7 652 α17 711 722 649 748 77 7
356 385 398 322 412 37 9 436 45 6
222, 290
"7,llal
鶏 580 優戦210 395,47032)3703733,71041乳Om
8■410 田Q610 81Q490725,鋤1,029,280lQ 2乳3∞ 13163,4201294990
1,665,0801,687,7∞1,7為η0 1,586,4801,91Q680a34Z8802 ,780,61021,515,170
7,991,も0 8,197,860,229908,Z4850&367,570鴫 7134"107,翻 地 駁ζ640
2771,5al3,釦84902,661,1802,733,720&268,lЮ3〔λ職  170 41,696,6al他 0為劉
11,163,3411 2,213011,蝸990 ,532,9309,鴨&畑 %蹴知 1lQ吼710 120,9畿710
4519,lnl4,S,580■219,知34Ю,13114,8■590 45,747,70067,956,280砒 49Z llal
1,241,佃13,01141017,748,141Q194 1HlH,021,剛場 515,850鍛L15,580456,752840
&464,1108,ЮQ6「Il 8,649,7ul7,2%,27012,4鏡卸 1畿900,剛1畿580,GXl15,“Q知
251,9702,"36102,992,2702769,77041畿300 B4371,420鳴 鬱2,如 114,解970




23あ,6402,興720 2,略920 2747,8503,∞&270鯰 288,知 詭,191,6"40,椰13Ю
認 細 Z割 51,lXXl 58, GXl 臨 2Xl 808,0501,461,鋤1,21,800
112577,880n3,1軋98011■285,670餓 ∞ζ6211lm,931,6801,35ζ799,8801,621,a13,瑚,741,273110
51,四3 低 745 47,泌 39, 266 4537 47,鵬 49,757 51,987
2"Llm 4331 28, [1) 6 認 456 五 858 25, 知 Z鶴 a623
一-16.――
(入院)





117 4H17 5H17 6E17 7■17 8 H17 9■1710













新生児病棟 671 597 529 661 郷 4al 418
I C U 132 lЮ 118 ?? 129 129
乳 児病 棟 598 657 679 697 674 660 574
幼 児 病 棟 520 614 646 722 惣
?
? 650




初 診 料 銭 380 唸 310 乳 580 1に7m 社 Om 79,31Xl 81,2311
指 導 料 lCK九250 17&ll■l 181,100Hl,71Xl212200151,950181,6Ю
在 宅 、料 2440010&91XlZ IXXl職 lXXl
“
ζ llXl 174,210374 1XXl
薬 料 995,950概 7ヽ∞ 1,3乳6Ю 1,8Q640901,5211,∞5,IЮ 1,021,910
注 射 料 5,l131,8704463,3806,3ヌ〉970 019ζ6311 4,581,1804283,680ユ4,430
処 置 料 3,566,8602螂,9403,71Q9403,283,鋤2,WSlЮ24“,2402,848,5411
手術・麻酔料 馬,75a65112 5al,mZ2Z63017,鶴92019,伐49021,173,87021,147,360
検 査 料 5,躊7tXl 4,必,8205,犠190 5,0の,3al5,“Z IXl358,lDll4101,970
画 像 診 断料 1,8722Ю1,902,8602,074 4ul1,941,9al2,286901,%2,llXl1,7113,960
療養担当手当 188,7∞ 0 0 0 0 0 0
入 院 料 54,845,67056, 10,89056,732 6al∞,41B,鰤48,773 6al傷 凱 知 畿 58,760
食事 療 養 費 2,勁7al 2904,4Xl2,電鰤 2813,20,①24002 Юl,佃 2万1,440
そ の 他 61,2Xl 69, lXKl 76,650 46, lXXl 砒 l150 66,7∞ 詭 JXl
計 1lQ 94乙64096,516,9601鴫121,790鯰 340,27086,7Ю,780眩 997,770畿 793,7Ю




=J H17 4Ⅱ17 5 H17 6■17 7 H17 8H17 9H17 10
診 療 日 数 (日)
"
19 22 20 23 20
"??
?
延 患 者 数 779 735 7m 7“ 893 799




初 診 料 203,9002D1610乳 5211 171,560鯛 ,780 191,4511144211
再 診 料 跳 9al 821,340 鑑 ,160 846,760938,840890,110靴 990
指 導 料 1,571,110,偽510 1,565,7701,383,2901,WL IXXl1,477,7301,腋ヽ9"
在 宅 料 ζ718,290&311,980&鍋,60ζ3,2Ю8,047,310&757,鋤8,113290
薬 料 1,%Q劉1,&a310,884,210,52Q4602,13b,5901,954,1401,74ζ3Ю
注 射 料 247,57012120陀 lЮ 52960 ■ 790 213,1801,嘔060
処 置 料 461,5m勁 840 377,070292610蛾 070 397,440443430
手術 :麻酔料 191励 111,6al 0 0 0 0 0
検 査 料 &噺,知 &濃,3Ю &971,llal38433705,174,0603920,2al3,8728∞
画 像 診 断 料 734770鶴 780 8、ヽ790 81ζ370 1,152,580873,29075λ鰤
療養担当手当 4860 0 0 0 0 0 0
そ の 他 2 HXl 1,5∞ 1,KXXl 1,5∞ 1,yXl 0 0
計 17,顕,090lλ町 1601&5133∞lQ 321,lm19,8525m18674,89018,49■40
1人1日平 均 2晰 24・075 為 735 21,3072231 23,373 24関1
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H1711H17 12Ⅱ18 1 H18 2I118 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計
∞ 31 28 31 365 365 366
1,“ 1 2021 2,169 1,990 2,239 23,671 27,310 X, 靱
516 545 570 鵬 759 Q867 ζ970 8,158
134 152 149 ll13 128 1,566 1,6% 1,740
552 GXl 翻 573 561 ζ455 8,412 ,137
619 724 7m 728 η l ζ78 92Ю 9,404
60 7 652 66 7 72 2 649 74 8 77 7
51,知 綺 840 128,OXl 811, 知 165,330 優B510 1,174801,鶴810
192闘Э 213,8002112,43Э 168,lЮ 243,llXl 2an9"3,32,7m3,3%,llXl
372900221X10 0 0 2X,躙 2518,3304,212,3m3,252390
1,馳103 1,期,5411 973,1∞ &鳥910 1,157,5103212,98011,976,53014,2721120
8,郎Q880&5B2907,蹴獅 5,5■7211 6,35o62072476,880鼈 5Z閣 114,G螢9ヽ70
4167,770■212,4Ю3,8Q4103 1n35Э4,関Q481寃 597,佃 63,1“llal 55,∞Q llal
19,12D,76012926,0101■7傷040 Q19C03011,021,5Юa096,960蹴 ωl,2Xl46,1■ 890
tⅨ沌yXl48Q6404,807,5m&職490 7,慶n410■ 422,卿槻 1踏7al 90,“Q71Xl
1,728,3701,印,知 2,2傷5611 211&07Э2,9ヽ、550 Z聞,凹 61,07Z31079,職140
177,900195,4tXlml,Ⅸ Ю 192知0 21Q71Xl1,173,3001,知,lXXl 1,331,IXl
阻 584,llal5,鶏31057,335,190鶏 181,08059,∞3罰 甑
"8,lal
銭 628,4ul616,創を91Xl
2,3ら,6402,鴎720 2,∝&9202747,8Ю3,303270鯰 288,知 亀 191,620Ю,燎1370
82. EX) 0 社 850 51,lXXl 5だヽ  103 風 2Xl 799. lHl 1.451.鋼1.221.IXl
電 295,73092451110977∞3807&131 71Xl9747&860112524知1,掘,85Z4401.478,4150
51.四 6.76 47.224m266 4537 47.調 49,757 51987
H1711】1712 H18  1H18 2H18 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計
"
19 19 20 22 知 鶴 244
757 643 907 92% 10,甑 11,126
I.6 38 5 398 322 412 37 9 436 45 6
170,75021Q190167,580
"2 9al
別 ,14 2,鶴860 2,3贅ヽ870 2753240
808,410
“
&610 819,4907λ鋤 1,029,280lQ表4 gXl13163,切129ム990
1,472,5301,4739001,524,2601,41&3Ю1,667,58018,1畿930 17,437,8601&18Q070
ζ618,脚7,928∞&242,990&24 8rm&12 7al97,狙090 103,387,3Xl%獅,250
1,481,4601,%,9Ю1,688,0011,“Q8102110,64Kl22,1■190 雄 物 ,0∞ 45753410
2926,4603,“3,8403961,7al3,唸2103G耽2Ю 1988ζ380 13,510,4906,24740
351,290低 13Kl 538, 930 47,780518,1405,1■劉 4792,知&凛ヽ970




1,7001,18,840,825,380認 譴 5,lm 35,21Q830
4 8al 屹 130 47,3al 41,6Ю 57,側 285,810 3al, 細 鯰7,460
0 翻 0 Ⅷ 0 9,lnl 10,KXXl 500
19282,lЮ47帆870215■290λ 職 92023.こと8節 鶏 275.140盤 34610262,略960
2■lm 28,331 28, 506 32, 456 為 858 ら , a13 χ 738 4623
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6 診療業務
総  括  表





病 床 数 A 105 万k 105 ♭k 105床
延 患 者 数     B 28,439 メ、 27,310 人 23,671人
入 院 患 者 数       C 964 ノk 872人 832 ンヽ








平 均 在 院 日 数 E
1/2(C+D)
29.6日 311日 286 日
年度日数







患 者 実 人 員       F 3,393 りk 3,118 人 2,370 ノヽ
う ち 新 患 数 681 人 563 ノ｀ 638 ,ヽ
延 患 者 数     G 11,126 りk 10,605 人 9,256 メ、
G




入 院 外 来 患 者 比 率  
― B


























一 般 病 院 20 15 18 9 12 9 10 1916225 411023 25437 3
公的医療機関 6 6 9 6 17
?? 9 12 7 10 18511424 134197
大 学 病 院 1
?
? 2 1 1 5 1 2 3 2 1 33 18 38 59
保 健 所 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1_7 5 11 4 06
市 町 村 1 1 1 1 4 0.6 1 02 5 07
そ の 他 14 ?? 24 27 20 ?? 28 52 34 31 18 3432250.522547 6 ?? 33 0
本 計 41
?
? 55 44 5840 50 79 62 50 40 66638100_04731∞0 681lα1 0



















一 般 病 院 9 9
?









? 6 18668 78 54 ??
大 学 病 院
?
? 9 9 11 9
?
? 7 7 2 96115?? 32 36 37
保 健 所 1 2 1 1 1 6 07 0 00 0 00
市 町 村 0 00 0 00
そ の 他 33 36 44 29 25 34 38 29 36 26 3940748.973083 7 ? 80 4
合 計 54 66 78 64
?




年 齢 階 級
平成17年度 平成16年度 平成15年度
患者数 (人) 構成比(%)患者数 (人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
0～4週未満 120 20.1 128 22 7 20 4
4週以上～6ヶ月未満 81 13.5 113 20 1 112 164
6ヶ月以上～1歳未満 39
?
? 39 69 98
1歳以上～3歳未満 103 17.2 70 124 172
3歳以上～6歳未満 90 66 129








15歳以上 127 64 114 ???? 91




平成17年4月 779 39 0 20
5月
?






7月 766 38 3 20
8月 893 38 8 23





? 37 8 20









3月 907 41 2 22
平成17年度計 9,256 37 9 244
平成16年度計 10.605 48 6 243
平成15年度計 11,126 45 6 244
-21 -
外来患者 (新患のみ)地域別 (第2次保健医療福祉日) 患者数及び利用状況
平成17年度
(平成17年4月1日～18年3月31日)
道 内 計  629人  98.6%
道 外 計   9人  1.4%























































































































































































後 志 圏 17425 618833420031 3
小 樽 市
倶 知 安 町
京 極 町
喜 茂 別 町
留 寿 都 村
真 狩 町
黒 松 内 町
寿 都 町
島 牧 町




神 恵 内 村
余 市 町
仁 木 町











































































北 空 知 圏 1 0.2
深 川 市 1





























東 胆 振 圏
?































南 渡 島 圏
?
? 21 10 16
函 館 市
森   町
南 茅 部 町























































L川中部圏 6 0.9 1 0.2
旭 川 市 6 1
北渡島檜山圏 2 03 4 06 L川北部圏 1 0.1




































































































































































































































































































1 道 内 計 ???? 97 254797 262998 6
道 外 計 19 28 16 28 9














































































































































































































































































歌 志 内 市
芦 別 市



















北 空 知 圏
?






























































































































南 檜 山 圏 2 02 2 02 0 00





































































































































上川中部圏 7 07 1 01 1 01
旭 川 市




釧 路 圏 16 17 10 9




























士 別 市 3 4
富 良 野 圏 1 0 1 0 00 0 00
富 良 野 市 1










































































































































道 内 計 949咀 4 860は 6 827g14
道 外 計 12 1.4 5 06





道 内 計  827人  99.4%
道 外 計  5人  0.6%
























入院患者数(人) 退院患者数(人) 病 棟 延 入 院 患 者 数 (人 ) ??
男 女 計 男 女 計 新生児(未熟児) 乳 児 lCU幼 児 計 日平準
15年4月 50 31 81 48
?




? 139 720 2,281760
5月 47
?? 80 42 33 690( 186)797 142 805 2,43478.5
?
?





? 36 81 45 29 74 713( 186) 140 786 2,35075.8




? ( 184)783 145
?
? 2,43278.531




? 705( 180) 722 134 2,27275 7















? 88 55 36 91 704( 180) 811 150 816 2,48182 730
12月 43
?
? 80 42 41 83 673( 186) 783 154 806 2,41677 9
?
?
10■1月 43 38 81 41
?
? 78 726( 186) 729 152 756 2,36376 231
2月 40 21 61 42 24 66 591( 172)702 134
?
? 2,18375 329
3月 40 34 74 43 24 67 640( 186) 714 150 867 2,37176 531
■年度計 565399 964572388 9608,158(2192)9,1371,7409,40428,43977 7366











? 58 724( 179)796 141 793 2,45479 231
6月 38 25 63 39 34 73 658( 167)759 143 838 2,39879 930
7月 57 39 96 54
?
? 664( 186) 779 149 816 2,40877 731
8月 56 43 99 61 40 101 725( 186) 768 154 793 2,44078 731
9月 26 35 61 29 38 67 660( 180) 134 757 2,26275 430






? 146 791 2,28273 631



























? 70 599( 168)564 129 660 1,95269 7












? 509377 8867,970(2151)8,4121,6989,23027,31074 8365
平均 41930 872 742 431.473_8664 2(1■D701 0141 5769.22,275 8




? 520 1,92164 030
5月 39 66 41 20 61 597( 186) 614 1,98364 031
6月 45 33 78 34 31
?
? 529( 180) 679 140 646 1,99466 530
7月 40 78 46 36 82 661( 186)
?
? 118 722 2,19870 931















? 66 460( 127)660 129 515 1,76458 8
?
?
10月 30 43 73 29
?
? 68 418( 139)574 129 650 1,77157 131




? ( 170)552 134 619 1,82160 730




? 724 2,02165 231




? 68 570( 186) 630 149 720 2,06966 731
2月 28 28 56 30
，
? 58 586( 168)
?
? 103 728 1,99071128
3月 43 40 83 42
?











? 445380 8256,867(2080)7,4551,5667,78323,67164 9365





年 齢 階 級
平成15年度 平成16年度 平成17年度
世帯数(人) 構成比(%)世帯数(人) 構成比(%)世帯数〈人) 構成比(%)
0～4週未満 126 13 1 109
?
? 118 142
4週以上～6ヶ月未満 81 75 86 72 87







3歳以上～6歳未満 178 156 ?? 20 7
6歳以上～12才未満 192 21 3 144 173
12歳以上～15歳未満 70
?
? 8.3 50 60
15歳以上 60 62 8.7 79 95
計 964 100 0
?
? 100.0 832 100 0
区 分
平成15年度 平成16年度 平成17年度
患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
救 急 車 209 20_3 160 183 193 23 2
ヘリコプター 7 0.7 08 6 07
そ の 他 748 79.0 705 80 8 633 76 1






(4)疾病分類別入院患者疾病数 [ICD 10分類による ]
(暦年で分類)


































10 06 5 08 19 11





? 47 90 56 68
Ⅵ 神経系の疾患 234 130 244 153 246 145
Ⅶ 眼および付属器の疾患 18 10 1 1 13 08
Ⅷ 耳および乳様突起の疾患 1 01 2 01 6 04
Ⅸ 循環器系の疾患 33 18 35
X 呼吸器系の疾患 111 62 90 56 114 67
XI 消化器系の疾患 184 102 163 102 ?ー 10.4
XⅡ 皮膚および皮下組織の疾患 9 05 5 03 9 0_5
mll筋骨格系および結合組織の疾患 9 05 9 06 6 0_4
Ш 尿路性器系の疾患 31 1.7 29 18 29 17
W 妊娠、分娩及び産褥 0 00 4 03 4 02
卿 γ 周産期に発生した病態 141 7.8 96 60 123 73











115 64 106 67 52
XX 傷病および死亡の外因 0 00 0 00 0 00
XXI健康状態に影響をおよぼす要因およ
び保健サービスの利用
161 89 202 127 92
?? 計 1,803100 01,598100 01,696100 0















婦 番 号 名病疾
H15H16H17














































































































































































































































































































































































繍 番 号 疾 病  名
H15H16H17












































































































































































































































































































































































































































































































在胎週数 出生体重 死亡日齢 死亡関連疾患名 剖検
1 38週3日 2380g 0 失血性ショック (分娩時?)
2 40週0日 2882g CHD,TAPVR +
3 39週6日 2520g 86 CID,TAPVR
4 38週2日 2284g 0 HIE(重症)
(イ)乳児病棟・幼児病棟
表3に乳児病棟と幼児病棟の入院時主病名別患者数を示す。           (皆川公夫)
表3 主病名別入院患者数 (新規入院)








































































発症10例、Ka nman症候群1例)、 甲状腺疾患15例(甲状腺機能低下症 (含クレチン症)9例、橋本病4例、単









































































































































～5歳 6～H歳 12～15歳 16～18歳 19歳～ 計
男児 3 10 9 2 5 29
女児 1 1 6 2 8 18




















































幼児 乳児 新生児 ICU
脳性麻痺 24 14
運動発達遅滞 1 5
































































































































































































































































































































年 度 2000生「 2001年 20024F20034F2004年
脳外科 441 412 356 274 43
外 科 308 283 312 282 206
胸 部 89 103 96 91
眼 科 24 20 22 14
内 科 67 ?? ???? 97 ????
耳 鼻 4 10 15 11
整  形 0 3 ?? 0












影は715人であつた。                              (斉藤哲夫)
表1 エックス線撮影人数及び件数と内訳
(2) CT検査 (表2)




人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比(%)
頭 部 632 66.9 10,260 47.4
躯 幹 部 312 33 1 11,396 52.6
計 944 100.0 21,656 100.0
区 分
人 数 件 数










胸 部 6,754 85 1 8,297 58 8
腹 部
手 骨根 141 18 190 13
股 節関 03 29 02
脊 椎
?
? 03 38 03





下 肢 25 03 38 03
そ 他の 23 0_3 47 03





食道・ 胃・十二指腸 4_0 2,169 154
注 腸 113 1.4 808 57
腎 眺膀 68 09 534 38
,き 管血 122 15 1,299 92
脳 管血 1 00 11 0 1
腹 血 管部 2 00 40 03
気 支管 0 00 0 00
そ の 他 の 造 影 29 04 148 1 1
透 視  の  み ?? 08 ???? 04
断 撮 影層 0 00 0 00
計
?
? 90 5,074 36 0










































累計 73 1 お 1 2 4 1 17 7 169
% 43206 59 77 13606 10124 06 10 41 103
徴
累言十 朋 4 47 騎 12 5 34 2 3 130 50 726
% 31406 65 77 17607 23 47 33 04 17969 llXl
(4) MRl検査 (表4)
表4 MRI検査内訳
(5) 時間外緊急検査  (表5)
表5 時間外業務 最近5年間の推移 (人数)
部 位
人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比(%)
頭 部 199 66 8 1,149 74 5
躯 幹 部 99 33 2 394 25 5
計 298 100 0 1,543 100 0
薇 胸腹部 頭 部 その他 造 影 C T 合 計













? 18 36 140 1,560















部 門 別 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
一 般 検 査
入 院 27,776 18.665 16.957 16.045 13,863
外  来 3.009 3.186 3.676 4.058 9,372
計 30 785 21.851 20 633 20 103 23.235
血 液 検 査
入 院 105,364 94,353 98,351 101,496 82.915
外 来 27,455 30,058 29,865 28,940 30,600
計 132.819 124,411 128.216 130.436 113,515
細 菌 検 査
入 院 7,364 9,862 9,253 8,014 6.374
外 来 633 ?????? 744 764 ??
計 7,997 10,744 9,997 8,778 7 455
血 清 検 査
入 院 11,546 10,399 10.540 10,953 8,816
外 来 4.207 4.658 4,356 4,370 4,662
計 15,753 15,057 14,896 15,323 13.478
生化学検査
入 院 166,600 145,979 147.006 159.829 127 351
外 来 44,905 48.864 49,268 47.583 51,722
計 211.505 194.843 196.274 207.412 179,073
生 理 検 査
入 院 1,135 1,435 1,574 1,362 1,676
外 来 4,392 4,459 4,930 5,018 5.133
計 5,527 5,894 6.504 6.380 6.809
病 理 検 査
入 院 4.675 4.356 5.087 4.341 4,502
外 来 60 240 300 ???? 40
計 4,735 4,596 5,387 4,446 4.542
アミノ酸検査
入 院 858 1.430 1.188 1,122 924
外 来 154 286 374 264 308




第232回 平成17年4月7日 「Parkinson病」 (森尾)
第233回 平成17年6月2訃 「JMML](成瀬)
第234回 平成17年7月25日 「新センターに向けて外部委託を避けるために」      (老)
第235回 平成17年9月15日 「劇症型Clostridum perfringens(ほルュ菌)感染症の1例」 (今野)
第236回 平成17年10月20日 「超音波検査による胎児心不全の診断」 (萌出)
第237回 平成17年11月10日 「神経芽腫におけるTyrosine hydroxylaseについてJ   (垣本)
第238回 平成17年12月8日 「臨床検査技師に関わる認定制度」 (佐竹)
第239回 平成18年1月19日 「小児悪性腫瘍とhSNF5/1N11遺伝子」 (横山)
第240回 平成18年2月16日 「デジタル脳波計」(森本)
表3 医学写真室業務実績 (内訳)の年度別推移
検査項目 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
生化学 28,782 24,866 26,409 31,162 24,795
薬物 120 227 215 198
血液 7.085 6.360 6.840 7.580 6.172
血型 171 158 130





止血 414 634 894 1,255 986
髄液 361 185 269 231 105
血清 1.662 1.562 1.567 1.730 1,480
尿 1,520 861 470 670 680
インフルエンザ
?
? 30 54 56
RSウイルス 9 1 20
ロタウイルス 1 17
アデノウイルス 9 1
マイコプラズマ 1 1 1
その他 3 4 1 10
計 40,703 35.287 37.202 43.488 34 900
種
?
? 内 訳 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年j
申 し 込 み 件 数
撮 影 業 務 122 99
?
? 71
現 像 業 務 193 180
?
?
焼 き 付 け 業 務 9 17 10
そ の 他 8 3 1 1 1
/1ヽ 計 332 299 200 165 147
現像 フィルム数
白 黒 フ ィ ル ム35mm 80 79 44 41








カ ラ ー フ ィ ル ム 747 364
?
?
/1ヽ 計 873 1.050
?
? 494
仕 上 げ 枚 数
白 黒 ス ラ イ ド 18 0 2 0
カ ラ ー ス ラ イ ド 10,43810,5328,708 4,778 2,449
カ ラ ー ホ イ ー ル 0 0 0 0 0
自黒プリント(手札換算) 4.036 5,336 1.156 2,272 3,039
カラープリント(手札換算) 149 109 102 4









・第102回 平成17年6月16日、於 講堂、 座長 皆川
症例  1439 臨床 :小林、菊地 (小児科、胸部外科) 病理 :木村
・第103回 平成17年12月27日、於 講堂、 座長 皆川
症例  1438 臨床 :小林、菊地 (小児科、胸部外科) 病理 :木村
表6 割検症例の要約
剖検番号




































①先天性心疾患 a 総肺静脈還流異常症、下心臓型 b 二次口型心房
中隔欠損症 c.肺高血圧症+動脈管開存症②術後状態a共通肺静脈―
左房吻合による総肺静脈還流異常修復術、自己心膜パッチによるASD
閉鎖術 b肺静脈吻合部狭窄切除術, indivisual PV unr∞fing, 4鰤
PTFEによるASD閉鎖 ③肺静脈血栓塞栓症 (右上肺静脈、左下肺静脈)
+肺静脈入口部狭窄 (左右上下肺静脈)④肺梗塞・肺うっ血・肺胞出










ない。                                  (渡邊 俊文)
表1 薬局請求伝票枚数
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
注 射 薬 15.610 14.416 13.321 16.397 13,131
外 用 薬 枚 4,H6 3,975 3,709 3,410 2,320
消





枚 990 1,313 917 506
?
?
本 854 1.415 914 1,806 1,287









区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 [日平均
?
?
入院 987 9151,188 1,■2 946 878 8491,0721,087968 躙 1,Om11,996 32.9




? 523 499 467 573a27256
計 1.5161.431,7331,a17 1.469 1.4171,352 1,5871.6101.4671.3錦 1.671&223585
?
?
入院 987 91811881114948 880 鋤 1.0751090969 899109912,017329
外来 682 6311 639 観 68o 659 613 翻 696 668 685 6987.848323








外来 1948418 側 18.89115798独 0971&7361 7261■99321.00216.“1 19.97921 18122,0789262
計 観 認 ン,9131,41827,H2第 9982&5352 680独 196践 2672621829,029場 lal351,3761223
院外処方箋 274 294 315 287 303 3鯰 308 284 躙 266 236 3223,481143
(2) 製剤業務









平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
注射薬
件 14.416 13.321 15.315 16.937 13,131
本 213,270 200,628 210,494 212,974 165,379
外用薬
件 3,975 3,709 3,756 3,410 2.320
本 27,000 25,137 33,103 15,796 25,056
製剤







件 6 1 1 0 0
本 240 20 0 0
リントリレ 120 10 10 0 0
血液
件 1.313 917 506
?
?
本 1,415 914 1,351 1,806 1.287







薬 効 別 適 用 別
内用薬 外用薬 注射薬 占有率 内用薬 外用薬 注射薬
1中枢神経系用薬 17 6727.20 0_74 4 8959 99 11 90
2末梢神経系用薬 3 28 0 47 0 9159 4828 1140 52
3局所麻酔剤 0 60 0 18 017 0 21 81_70
4アレルギー用薬 3 09 011 0 5298 57 18_09 0.32
5循環器官用薬 5 72 0 55 6 11 5 761648 111 83 04
6呼吸器官用薬 5 3518 20 0 04 1.8448 31 0 48 1_66
7消イヒ器官 用薬 3 19 4 56 0 80 1 3838 3250.0345_01
8ホルモン割航ホ′匠 ン蔵を合む) 0 71 2 03 40 24 31 740 37 16_6799_31
9泌尿生殖器官及び肛F号用薬 0 03 0 50 0 0314 90 0 32
10外用薬 23 09 117 85_10
11ビタミン剤 1 78 0 29 0 5256 72100 0043 28
12滋着強壮薬 39 48 2 04 8 1680 37 19 63
13血液・ 体液 用糞 0 36 3 41 3 72 3 14 191 92 61
14その他の代謝性医薬品 9 94 0 27 0 80 2 2972 13 5 48 27 28
1511r瘍用薬 0 62 0 48 0 59 100 00
16抗生物質製剤 4 91 0 10 14 72 12 356 60 93 36
17化学塘法剤 2 99 0 07 112 1 38 36 04 0 04 63 71
18生物学的製剤 22 87 17 92 0 25 100 00
19診断用薬 011 0 09 100 00
20X線浩影南| 1 29 1 91 171 12 48 8752
21淳方製書| 0 07 001100 00










































離 乳 食 幼 児 食




日平均 29 4.2 64 60 19559 13 011605 0.4 50935 5
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表2 食事の内容
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
合計 (食) 30,652 28,512 29,292 24,588 18,571
??????〈?
離乳食 (%) 194 23 4 23.0 29.6 38_2
幼児食 (%) 36 3 36 2 43.8 36.7 37 1
学童食 (%) 25 1 23 9 26.9 32 0 22 8
特別食 (%) 13 1 10 1 4.5 08
外科食 (%) 13 18 1 1
その他 (%) 49 51 0 0 0







































平成13年度 77.1 00 00 4.4 13.2 04 00 12812717.715_9
平成14年度 78.7
?
? 00 0.0 00 20 710614220.323 1
平成15年度 82 0 16 0.0 6.4 00 0.0 84 21819_023.3
平成16年度 842 5.3 41 00 38 00 20 814214.721 3




平成13年度 216 0.3 00 10 01 ???? 180
平成14年度 210 0.0 00 00 03 00 00
平成15年度 180 0.0 00 04 06 00 170
平成16年度 158 0.0 00 00 00 01 15,7




平成13年度 13 0.0 00 00 00
平成14年度 03 0.0 00 00 03 00 ※平成13年度から平成15年度まで
(食事・ミルク)については食事のみ
平成16年度はミルクのみ
平成15年度 00 0.0 00 00 00 00
平成16年度 00 00 00 00 00 0.0
平成17年度 00 00 00 00 00 0_0
表4 調乳・分注業務
調  乳 滅菌びん (本) 滅菌水 (本)
実人数 (人) 延本数 (本)
平成13年度 14,777 103.439 7.300
平成14年度 14,810 102,929 7,530
平成15年度 13.243 93.213 52.812 8,052
平成16年度 13,748 98,802 59,044 8.030




すすめ方 肥 満 乳幼児食
成分栄養剤
調整法 糖尿病食 その他
平成13年度 35 6 18
?
? 1 2 6
平成14年度 42 8 18 7 4 1 4
平成15年度 36 7 14
?
? 2 2 9
平成16年度 33 2
?
? 4 2 0 10
平成17年度
?


































































































































































































































1 早産児への排便援助に腹部マッサージを取り入れて     新生児病棟 室木マリ
2 日頭による申し送りに対する看護師の意識調査        乳児病棟 平田慎吾
3 食への関心が持てるための援助               幼児病棟 下山典子
―心理的準備への一考察―
4 予期悲嘆過程にある母への援助           手術・集中治療棟 宮崎史妃
―「ムースの疾病関連機器モデル」を使用し家族援助を検証しての一考察一
11月H日
1 温水からの感染がないミルクの温乳方法          新生児病棟 金谷美行
―電気タオル蒸し器の使用を検討して一
2 ラテックスアレルギーマニュアルの再検討      手術・集中治療棟 北 智子
3 健康障害を持つ子どもの家族を対象とした看護計画      乳児病棟 松平智子
共有化の効果 ―セルフケア能力向上を目的に協働プログラムを活用して一














実績  : 新生児病棟 乳児病棟 幼児病棟 外来棟 計
情報提供送付 (小児センター→地域) 8 2 1 81











対象者 :   ①医療的ケアの必要な患者 (在宅療養管理料実施者含む)
②長期入院患者
③家族の療養体制が整備されない患者







ア 相談取扱件数 (表1、 2、 3参照)
表1 相談取り扱い件数
新 。再別 診療形態別
新 再・継続 計 入院 外来 院外 計
平成13年度 556 1033 1589 1136 426 27 1589
平成14年度 754. 2660 3414 2488 798 128 3414
平成15年度 609 2801 3410 2391 891 128 3410
平成16年度 502 3023 3525 2308 1134 83 3525











































H13741 169 113 218 33 30 48 951503137 ???? 4992002
H14889 ???? 268147353 58 1064582353149104 781 ?? 4034
H15 ?????? ?? 474210325 30 2581295157415213899311315283
H16 ????? ???? 458219264 92 206 ???? 3653168115913264979
H17 ???? 340448 211 28 47 525 382336 70 5436132949
電話
H13135 ?? ?? 7 7 4 2 3043584738311135
H14、212 34 19 83 8 12 36 59 481 89431212061687
H15128 20 37 14 73 5 14 129 46 466 ?? ?? 1744
H16190 ?? 78 42 74 29 12 147 622110058616862308
H17205 28 153 47 99 34 ???? 94 ?? 70063946911081808
文書
H13 ?? 2 2 1 14 1 3 34 17 12 29 63
H14 43 4 1 7 17 1 3 8 84 33 13 46 130
H15 18 1 2 1 12 1 4 4 43 14 7 64
H16 14 2 2 6 6 1 6 1 38 19 2 59
H17 14 6 2 2 3 27 31 19 50
計
H13888199 127 64 303 41 34 50 ?? 184151284713593200
H141144673288172453 67 494302371410311106 ?? ??????
H15981 598513216410 36 27214282074661919 24307091
H16105634953826334412721913387943131286174730337346
H17814368607 310 62 74 621 563063740103117714834











身体障害児育成医療給付 281 257 40 199 26 215 131 26
小児慢性疾患医療給付 61 136 82 130 87 154 45 146 80 91
夫熟 県春育医療給付 38 12 13 34 30 34 8 37 5
同 連絡表 29 29 17 ?? *
精神障害者涌院庚落書公書色担 22 37 120
???? 48 90 124 205



















法のエビデンスに関する臨床研究 平成16年度第3回班会議研究報告会       200518 東京
2 造影剤によるアナフィラキシーショックのためステント留置術を断念し、カッテングパルーンによる肺動
脈形成術を施行したファロー四徴、重症肺動脈狭窄、主要大動脈肺動脈側副血行路 (術後)の1例
横沢正人、久保憲昭 (小児科)、 富田 英、高室基樹、堀田智仙 (札幌医大小児科)
第16回日本Pediatric lnterventional Cardiolo9研究会 2005113-15 名古屋
3_生後早期から眼振,精神運動発達遅滞,聴性脳幹反応異常を認めた男児2例について
渡邊年秀,皆川公夫 (4児ヽ科)         第5回北海道小児神経症例検討会 2005122 札幌
4 インフルエンザに伴つた急性壊死性脳症の1例
皆川公夫、渡邊年秀 (小児科)         第5回北海道小児神経症例検討会 2005_122 札幌
5.原因不明の急性壊死性脳症と思われる1例
渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)         第5回北海道小児神経症例検討会 2005 122 札幌
6 早期再発をきたしたLymplloblastic lッmcllaの1例
小田孝憲,工藤 亨 (小児科)          第H回北海道小児血液セミナー 2005 128 札幌
7 若年発症強直間代発作に対して17PAにPBを併用して発作抑制をえた6例について
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)           第58回北海道てんかん懇話会 2005 219 札幌
8 新生児の蘇生～すべての新生児の出生により安全な体制を～
新飯田裕― (小児科)                 北海道周産期医療研修会 2005 220 札幌
9 舞踏病と下腿の腫脹を主症状とした抗リン脂質抗体症候群の13歳女児例
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)      第17回北海道小児リウマチ性疾患研究会 2005 226 札幌
10 長期生存している骨形成不全症■型の1例
小林俊幸,新飯田裕一,菊地成佳,乙井秀人,横澤正人,皆川公夫,■藤 亨 (小児科)
日本小児科学会北海道地方会第262回例会 2005 227 札幌
H 腕頭動脈切離術により気管狭窄を解除した一例―マタステスト (内頸動脈血流遮断試験)の有用性―
久保憲昭,横澤正人,皆川公夫,工藤 亨(4 児ヽ科),越智さと子(脳外科),菊地誠哉(心臓血管外科),
小原敏生 (苫小牧市立病院小児科)   日本小児科学会北海道地方会第262回例会 2005 2.27 札幌
12 急性期にchor“を呈した抗リン脂質抗体症候群の1女児例
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)        第7回日本小児神経学会北海道地方会 2005.35 本L幌
13 術後腫瘍再増大後,化学療法のみで治療を行った松果体部卵黄嚢癌の1例
小田孝憲,工藤 亨 (小児科),越智さと子,高橋義男 (脳外科),横山繁昭 (病理)
第30回北海道小児がん研究会 2005 3.11 札幌
14 術後肺静脈閉塞に対して術中ステント留置術を行った総肺静脈還流異常症の1例
ステント脱落とその反省点について一
横沢正人,久保憲昭 (小児科),橘 一俊,伊藤真義,菊地誠哉 (心臓血管外科),富田 英,高室基樹,
堀田智仙 (札幌医科大学小児科),東館義仁 (市立釧路総合病院小児科)
第44回北海道小児循環器研究会 2005.4 2 本し幌
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15.小児てんかんといかに付き合うか
皆川公夫 (小児科)    平成17年度日本てんかん協会北海道支部札幌医療講演会 2005_424 札幌
16 小児のけいれん重積状態に対するミダゾラム有効血中濃度の検討
皆川公夫,渡邊年秀 (小児科)             第47回日本小児神経学会 2005_519 熊本
17 Choreaを主症状とした抗リン脂質抗体症候群の13歳女児例
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)             第47回日本小児神経学会 2005520 熊本
18 乳児の病気と予防について
乙井秀人 (小児科)                  乳児保育担当保育士研修 2005.6 2 本L幌
19 成人動脈管開存に対する0_052" Gianturco Coilを用いたPrOgrade Шltiple deploment
富田 英、横澤正人 (循環器科)、 高室基樹、堀田智仙 (札幌医大小児科)、 土橋和文、島本和明
(札幌医大第二内科)         第93回日本循環器学会北海道地方会学術集会 2005 6.H札幌
20 再発髄芽種にITX大量療法の経験
小田孝憲、工藤 亨 (小児科)           第4回小児脳腫瘍治療研究会 2005 625 大阪
21_生後数時間でけいれん発作をみとめたてんかん性脳症の3例
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)     日本小児科学会北海道地方会第263回例会 2005 7 3 旭川
22.開心術後遠隔期に心嚢液貯留を認めた2例一開心術遅発性心タンポナーデとの異同一 ′
小林俊幸、富田 英、横澤正人、皆川公夫、工藤 亨 (小児科)
日本小児科学会北海道地方会第263回例会 2005 7_3 旭川
23_年少児discrete ASの手術適応に対しての小径マルチプレーントランスデューサによる経食道エコーに
よる形態学的評価―Philli“社製Minimultiを使用して一
畠山欣也 (市立室蘭総合病院小児科)、 横澤正人 (小児科)富田 英 (札幌医科大学小児科)
第41回日本小児循環器学会総会・学術集会 2005 768 東京
24 長期生存している骨形成不全症2型の1例
小林俊幸、新飯田裕一、乙井秀人、菊地成佳 (小児科)
第41回日本周産期・新生児医学会 2005 712 福岡
25.乳児の病気と予防について
乙井秀人 (小児科)                  乳児保育担当保育士研修 2005 8.4 札幌
26 胎便病を合併した超低出生体重児(IUGR)の1例
石川 淑,山本 大,池本 亘,乙井秀人,新飯田裕― (小児科)
第18回北海道新生児談話会 2005 910 札幌
27  Panelist Live cases
Tonita Ⅱ (Department of Cardiology. Hokkaido Children' s Eospital and ledical Center)
9th Pediatric lntcrventional Cardiac Spposiu and 3nd Emcrging New Technologies in Congenital
Heart Surgery   2005  9,15 -18   Buenos Aires, Argentina
28 心タンポナーデ、血小板減少で発症した心臓血管種の一新生児例
小林俊幸、富田 英、横澤正人 (循環器科)、 皆川公夫、工藤 亨 (小児科)
第34回西区手稲区小児科医会 2005 9.20 札幌
29 学校心電図検診で発見された肥大型心筋症の1例
小林俊幸、宮田 英、横澤正人 (循環器科)、 飯田一樹、春日亜衣、国重美紀 (小樽協会病院小児科)、
小樽市医師会学校医部会     平成17年度第1回小樽市医師会会員研究発表会 2005 9_28 小樽
30 小児のけいれん重積に対するミダゾラム治療の薬物動態学的検討






富田 英、横澤正人 (小児科)、 高室基樹 (札幌医大小児科)、 藤田 勉 (札幌東徳洲会病院循環器科)、
津田悦子 (国立循環器病センター小児科)









渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 菊池雅人、柏原 貢 (放射線部)
舅与14F]PET・SPECT石汗多t会  2005 10 15   オL孵冦
36.周膜様部心室中隔欠損に合併する大動脈弁逸脱
富田 英、横澤正人、小林俊幸 (小児科)、 高室基樹 (札幌医大小児科)、 畠山欣也 (市立室蘭総合病院
小児科)
日本超音波医学会第29回北海道地方会学術集会 20051015 本L幌
37.Deutsches Herzzentrum Berlin(DHZB)における渡航心臓移植の経験 ;補助人工心臓(LVAS)装着下の
チャーター機による搬送とIntramyocardial electrogram(IMEG)による拒絶反応のモニタリング
富田 英、横澤正人、小林俊幸 (小児科)、 高室基樹、堀田智仙、堤裕幸 (札幌医大小児科)、 高木伸之、
安倍十三夫、長谷川武生 (札幌医大第二外科)、k価面岨 H,Komoda■Pota“V EV,Kaufmnn F,
Ⅱetzer R (Deutsches Hёrzzentrull Berlin)
第24回日本心臓移植研究会学術集会 2005.10.22 下関
38.先天性心疾患に対するカテーテル治療と小児の心臓移植
富田 英 (小児科)          第272回小樽心電図を読む会 特別講演会 200510_25 小樽
39_再発髄芽腫に対する化学療法の経験
小田孝憲、工藤 亨 (小児科)          第13回小児血液悪性腫瘍研究会 2005H5 本し幌
40 先天性心疾患に対する留置型カテーテルインターベンション
富田 英 (小児科)               第89回東海小児循環器談話会 2005H_12 岐阜
41:小児疾患と医療ケア
新飯田裕一 (小児科)                 訪問看護師養成講習会 2005H16 札幌
42 小児急性リンパ性白血病における染色体・遺伝子異常の頻度と予後との関連に関する検討










石井榮一 (佐賀大学医学部小児科),小田 慈 (岡山大学保健学科),小田孝憲 (小児科),瀧本哲也 (名
古屋医療センター小児科),鈴木信寛 (札幌医大小児科),小阪嘉之 (兵庫県立こども病院血液腫瘍科),
小原 明 (東邦大学輸血部),小川 淳 (新潟県立がんセンター小児科),坂田尚己 (近畿大学小児科),




渡邊年秀、皆川公夫 (小児科)、 大島美保、岡 敏明、喜屋武 元 (札幌徳州会病院小児科)
日本小児科学会北海道地方会第264回例会 2005H27 札幌
菌塊による閉塞性腎症をきたした腎カンジダ症の1例
池本 亘、山本 大、石川 淑、乙井秀人,新飯田裕一、皆川公夫、工藤 亨 〈小児科)
日本小児科学会北海道地方会第264回例会 200511_27 札幌
渡航心臓移植を受けた拡張型心筋症の1例




小林俊幸,富田 英,横澤正人,畠山欣也 (循環器),高室基樹,堀田智仙,堤 裕幸 (札幌医大小児科)
日本小児科学会北海道地方会第264回例会 2005■27 札幌
未修復成人チアノーゼ型心疾患における脳膿瘍の2例
高室基樹、加藤高広、高山留美子、堤 裕幸 (札幌医科大学医学部小児科)富田 英 (北海道立小児総合
保健センター循環器科)        日本小児科学会北海道地方会第264回例会 2005_1127 札幌
BronchopuinKlnary foregtlt nalformtionの1男児例











53  Asian Session:Vcntricular septal dcfect in patients older than 18-ッ℃ar―old; Our indications
of surgery for patients complicated by right coronary cusp prolapse
Hideshi Tomita(Departnent of Cardiology. Hbkkaido Children′s H spital and lledica  C ter),
Motoki Takamuro, Norihisa Horita (Department of Pediatrics, Sapporo Vedical University School













第72回日本小児外科学会北海道地方会 2005.3 5 本L幌
2 最近経験した出生前診断された先天性横隔膜ヘルニアの1例
平間知美、藤兼智子、水本知博、縫 明大、平間敏憲 (小児外科)
第72回日本小児外科学会北海道地方会 2005 3 5 本L幌
3 壊死性膵炎を伴った胆道拡張症の一例
水本知博、縫 明大、平間知美、藤兼智子、平間敏憲 〈小児外科)
第72回日本小児外科学会北海道地方会 2005 3 5 本L幌
4 当センターにおける年長児Hirschsprung病の検討
平間知美、藤兼智子、水本知博、縫 明大、平間敏憲 (小児外科)






第42回日本小児外科学会総会  2005 6.13 千葉
7 小児の急性膵炎―急性膵炎臨床診断基準に沿った自験急性膵炎21例の臨床的検討
水本知博、縫 明大、平間知美、藤兼智子、平間敏憲 (小児外科)
第42回日本小児外科学会総会  2005 61?3 千葉
8.緊張性気胸が疑われた遅発性横隔膜ヘルニアの1例
西堀重樹、水本知博、縫 明大、菊池 仁、平間敏憲 (小児外科)
第73回日本小児外科学会北海道地方会 2005_917 札幌
9_食道閉鎖術後の気管支食道疫に対し内視鏡下に非侵襲的に治療し得た1例
水本知博、縫 明大、西堀重樹、菊池 仁、平間敏憲 (小児外科)
第73回日本小児外科学会北海道地方会 2005 917 札幌
10_嚢胞形成を呈した進行神経芽腫の1例
菊池 仁、縫 明大、西堀重樹、水本知博、平間敏憲 (小児外科)
第73回日本小児外科学会北海道地方会 2005.917 本L幌
11.腹腔鏡補助下に切除した腸管膜嚢胞の1例
縫 明大、平間敏憲、水本知博、菊池 仁、西堀重樹 (小児外科)
第73回日本小児外科学会北海道地方会 2005.917 札幌
12 当科で経験した胎便性腹膜炎の出生前診断例について
縫 明大、平間敏憲、菊池 仁、西堀重樹 (小児外科)
第8回北海道出生前診断研究会 2005.1119 札幌
13 結節性硬化症に合併した腎血管筋脂肪腫に対して塞栓術を施行した1例
縫 明大、平間敏憲、菊池 仁、西堀重樹 (小児外科)
第31回北海道小児がん研究会 2006_310 札幌
14 鼠経ヘルニア手術を契機に発見された後腹膜リンパ管腫の1例
西堀重樹、縫 明大、菊池 仁、平間敏憲 (小児外科)
第74回日本小児外科学会北海道地方会 2006 3H 札幌
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15 形態の異なる腸管膜リンパ管腫の2症例
菊池 仁、縫 明大、西堀重樹、平間敏憲 (小児外科)
第74回日本小児外科学会北海道地方会 2006 3.11 札幌











第44回北海道小児循環器研究会 2005.4 2 札幌
3 三心房心の外科治療
伊藤真義,印宮 朗,菊地誠哉(心臓血管外科),橘 一俊,高木伸之,安倍十三夫(札幌医大2外)
第8回北海道心臓外科フォーラム 2005 521 札幌
脳神経外科
1 小児中脳放射線障害=激烈な神経症状を呈した小児脳腫瘍2例の検討
越智さと子、高橋義男、横山繁昭   第29回北日本脳神経外科連合会学術集会 2005 520-21 山形
2 小児センター脳神経外科病棟からみえること
越智さと子            北海道友の会、札幌幼児生活団 指導者研修会 2005.417 札幌
3 小児脳神経外科からみた子どもの現状
越智さと子             北海道思春期ネットワーク 夏季セミナー 21105 7.16-18 本L幌
4 小児脳神経外科からみた性差
越智さと子                           性差医療研究会 2005 817札幌
5 helli℃rtebra(L2,3)による先天性側わんと終糸脂肪種を合併した8歳男児
越智さと子                     第7回札幌脊椎脊髄集談会 2005 917 札幌
6 小児の頭部外傷 `おちた、ころんだtぶつかった。頭は大丈夫?





越智さと子                   第60回北海道てんかん懇話会 2006 225本L幌
9 羊水胎便吸引mS)に対するW ECMO後、天幕下出血を生じた一乳児例
越智さと子、乙井秀人、石川 淑、高橋義男、西澤典子
第56回 社団法人日本脳神経外科学会 北海道支部会 2006.325本L幌
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眼 科
1 シンポジウム 未熟児網膜症診断の現状 新たな道 網膜凝固は
斎藤哲哉 (眼科)                第30回日本小児眼科学会総会 2005 634 東京
麻 酔 科
1 長期ECMO,人工呼吸管理によリミオバチー様症状を呈した先天性横隔膜ヘルニアの一例
水野絵里、飛世史則、豊島由紀、川名 信            小樽麻酔科医会 2005 318 小樽
2.先天性横隔膜ヘルニアに完全大血管転位、総肺静脈還流異常を合併した1例
飛世史則、水野絵里、豊島由紀、川名 信         第16回麻酔薬理談話会 2005 625 札幌
3.腹壁破裂・情帯ヘルニアの麻酔 パネルディスカッション
川名 信 、                     第H回日本小児麻酔学会 2005 9910 静岡
4 新生児・小児の人工呼吸管理
川名 信                       第14回人工呼吸セミナー 2005 219 札幌
5 小児疾患の呼吸ケア
川名 信                        第2回在宅ケア研究会 2005 723 札幌
検 査 部
1 携帯型ポリグラフ装置 (POlttateAP1524)の使用経験
老 克敏、佐竹知幸、中村由紀、森本真紀    第81回北海道医学検査学会 平成17年10月3日 小樽
2 若年型骨髄単球性白血病の1例
成瀬辰哉、長鳴宏晃、垣本恭志、老 克敏    第81回北海道医学検査学会 平成17年10月3日 小樽
3 北海道立小児総合保健センター神経芽腫群腫瘍症例における国際分類INPCによる臨床病理学的再検討
木村幸子、横山繁昭、垣本恭志 (検査部病理)、 平間敏憲 (外科)、 小田孝憲 (小児科)
第30回北海道小児がん研究会 2005 3.11 札幌
4 術後腫瘍増大後、化学療法のみで治療を行った松果体部卵黄嚢癌の1例
小田孝憲、工藤 亨 (小児科)、 横山繁昭 (検査部病理)
第30回北海道小児がん研究会 2005 311 札幌
5  Stage  IV nalignant rhabdoid 仙∞r of t e kidneyの1例
山本雅樹 (札幌医科大学医学部小児科、高桑麗子、横山繁昭 (検査部病理)、 他
第30回北海道小児がん研究会 2005 311 札幌
6 最近経験した年長児神経芽腫の2例
平間知美、縫 明大、平間敏憲(外科)、 小田孝憲、工藤 亨〈4 児ヽ科)、 木村幸子、横山繁昭 (検査部病理)
第30回北海道小児がん研究会 2005 3H 札幌
7 稀なLeptcllleningeal glioneural heterotopiaを認めた先天性中枢系奇形の3例
高桑麗子、横山繁昭 (検査部病理)、 大谷清治 (札幌医大細胞組織研究室)
第94回日本病理学会 2005 41■15 横浜
8 p63、p73転写因子による胸腺上皮細胞の機能的調節
外岡暁子、一宮慎吾、小柴茂 (札幌医大第一病理)、 木村幸子、横山繁昭 (検査部病理)、 他
第94回日本病理学会 2005 4.1■15 横浜
9 胸腺ストローマの細胞間結合とその制御




木村幸子、横山繁昭 (検査部病理)          2005年小児腫瘍症例検討会 2005.9 9 東京
11 上咽頭腫瘍
林雄二郎 (札幌医大病理部・慶大病理)、 木村幸子、横山繁昭 (検査部病理)
2005年小児腫瘍症例検討会 2005 9 9 東京
12.若年性骨髄単球性自血病 (Jllt)の1例
木村幸子、横山繁昭、垣本恭志 (検査部病理)、 小田孝憲 (小児科)、 越智さと子 (脳神経外科)
第25回日本小児病理研究会 2005 910 東京
13 Malignant rhabdoid tullclr(lIRT)|こおけるhSW5/1N11に対する免疫組織学的検討
横山繁昭、木村幸子、垣本恭志 (検査部病理)     第64回日本癌学会総会 2005 91■16 札幌
薬  局
1 道立小児センター院外処方せん拡大発行における医薬分業の現状と問題点
岡本健、村林希衣子、渡邊俊文、皆川公夫、工藤亨       第15回医療薬学会 2005.930 岡山
看 護 部
1 低出生体重児のストレス軽減に対する非薬理的介入の有効性―ストレスサイン持続時間短縮からの検討―





田口まゆみ、稲田早苗、浅川加代子 (手術・集中治療棟)    第40回循環器学会 2005 7.68東京
4 非接触体温計サーモスフォーカスで測定した前額温の臨床応用の調査―膀洸温・腋嵩温との比較―
宮崎史妃、稲田早苗、浅川加代子 (手術・集中治療棟)     第40回循環器学会 2005 7.6-8東京
5 術後脳障害をきたし、危機・悲嘆過程にある家族への援助一気管切開を拒絶することで思いを表出された
母への精神的援助の一考察―
吉田和美、稲田早苗、浅川加代子 (手術・集中治療棟    第36回小児看護学会 2005.92124岡山
6 市販ソフトを用いた手術室の各種手書き文書のデータベース化




皆川公夫 (小児科)                         てんかん研究 23:213,2005
2 イラストでわかる新生児の疾患・治療・ケア :IRSA感染症
新飯田裕二 (小児科)                   Neonatal care 2005,春季増刊15卜154
3.連載 :小児のてんかん症候群一①小児のてんかん症候群 (総論)
皆川公夫 (小児科)                          月刊 波 2005,29:124125
4_特異な脳炎・脳症後てんかんの一群 〈AERRPS:acute e∝ephalitis with refractory,
repetitive partial seizures)の3例の急性期以後の臨床経過に関する検討
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)              てんかんをめぐって 2004,XXⅣ:1,22.
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5  Eight―ycar study on intravenous nlidazolaln trcatment for status epilepticus and clusters Of
seizures in children
Kinlio llinagava, Toshihide Watanabe (Dept  of Pcdiatrics, Hokkaido Children' s Hospital and
Vedical Center)                                                 Epilepsia 46(Suppl_2):4-5,2005
6 第6章 小児神経学の新しい流れ2 臨床薬理から見た痙攣重積治療薬の選択順位 柳沢正義、衛藤義勝、
五十嵐 隆編.先端医療シリーズ34 小児科の新しい流れ
皆川公夫 (小児科)                   東京 :先端医療研究所 ;2005,pp153 157
7 連載 :小児のてんかん症候群―⑦ (その1)中心側頭部に棘波を示す良性小児てんかん
渡邊年秀 (小児科)                         月刊 波 2005,29:308-309
8 動脈管依存性先天性心疾患に対するプロスタグランジンEl:α{Dの有用性に関する調査




新飯田裕― (小児科)                   Neclnatal Care 2005秋季増刊 :51「57
10.特異な脳炎・脳症後てんかんの一群 (AERRPS:acute encephalitis with refractory,repetitive
partial scizures)の3例の急性期以後の臨床経過に関する検討
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科)              てんかんをめぐって 20∝,XXⅣ:15-22
1l  lnfant acute lぅmphoblastic leukelnia with MLL gene rearrangenents: outcole fo1lowing intensive
chemotherapy and helatopoietic stem cell transplantation
Kosaka Y, Koh K, Killukawa N, Wakazono Y, lsoyama K, Oda T (Dept  of Pediatrics, Hokkaido
Children' s Hospital and Medical center), Hayashi Y, Ohta S, Moritake H,  Oda V, Nagatoshi Y,




松島正氣、越後茂之、中島徹、佐野俊二、石川司朗、門間和夫       日児誌 2005,109:990-998
13 特集 先天性心疾患に対するカテーテルインターベンションの現状と将来 心室中隔欠損に対する経カテ
ーテル的閉鎖
富田 英 (小児科)                         循環器科 2005,58:131137
14 ACHDに対するカテーテルインターベンション
富田 英 (小児科)                           心臓 2005;37:910-915
15 小児循環器疾患診療―そこが知りたい鋤A I先天性心疾患 2治療 7)肺動脈弁狭窄の治療は現在どう
している
富田 英 (小児科)                        小児内科 2005:37:1622-1624
16 ファロー四徴症に対する経皮的バルーン肺動脈弁形成術の検討
春日亜衣、布施茂登、畠山欣也、高室基樹、堀田智仙、大柳玲嬉、櫻井のどか、横澤正人 (小児科)、
小原敏生、富田 英、堤 裕幸                      日児誌 2005:6:730734.
17  Hcart Saving ProJecti Catheter lntervention in Xongolia
■aneda N, Tonita H (Dept  of Pediatrics, Hokkaido Children' s Hospital and lledical Center)
Congenital Cardiology Today   2005:3:8-10
-67 -――
18 小児のけいれん重積状態の治療・診断ガイ ドライン(案)よりよい治療法を求めて 21X15327版version 8 2.
大澤真木子、山野恒一、相原正男、泉達郎、大塚頌子、加藤郁子、金子堅一郎、須貝研司、高橋孝雄、萩野
谷和裕、浜野晋一郎、松倉 誠、三浦寿男、皆川公夫 (小児科)、 山内秀雄、山本 仁、吉川秀人、林北見
小児のけいれん重積に対する薬物療法のエビデンスに関する臨床研究研究班 (H14-小児-004)
19.先天し き疾患に対するカテーテルインターベンションの現状と将来心室中隔欠損に対する経カテーテル的閉鎖
富田 英                               循環器科2005:58:131137
20. Impact of non coronary cusp prolapse in addition to right coronary cusp prolapse in patients
with a perilnenbranous ventricular septal defect
Tomita H, Arakaki Y, Ono Y, Yanada O, Vagihara T, EchigO S       Int Cardio1 2005; 101:279-283
21. Late distortion of the original Palmaz stent implanted in postoperative lesions associated
with congenital heart disease
Tomita H, Yazaki S, Echigo S,【imura K, Takantlro M, Horita N, Fusё S, Tsutsunli H
Cathet Cardiovasc lnterven 2005;65:301-305
22  A case of aorto―right atrial tunnel associated with aortic and tricuspid atresia
Tallaka T, Tolnita H, Watanabe K, EchigO S                           Pediatr lnt 2005:47:466-468
23  Phenotッっe with GATA4 or NKX2 5 nlutations in fanlilial atrial septal defect
Hiral・a■a Ya■da L Kami銀ョЭ L AkinKlto K,Iotsuka IL Nakalnura■Tmita■Furuta i M,Inallura S,
Takao A, Nakazawa V, Matsuoka R.                                lm J Med Cenet 2005, 1351:47-52
24  Coil occlusion for patent duこtus arteriosus larger than 3nul
Kobayashi T, Tolnita Ⅱ Fuse S, Takamuro M, Hatakcyama K, Hbrita N, Tsutstuli H
Circ J 2005:69:1271-1274
25  Steep stent' s angle to the reference vessel prolllclteS neointima
Kitano W, Yazaki S, Tonlita H, Kimura K, Yagihara T, Echigo S
Congenital Cardiology Today   2005,3:1-5
26 動脈管開存に対するコイル閉鎖術 :エキスパー トの治療戦略に関するアンケー ト調査 .
富田 英、高室 基樹、堀田 智仙                  日小循誌 2005;21,660-670
小児外科
l  An intestinal vol、11lus caused by nlultiple nagnet ingestion: an unexpected risk in children
Nui A, Hirala ■ K tsuramaki T, 肱曲  T, MLguro ll, Nagayama■ MatsunO T, Mizu Klto T, Hirata K
Journal of Pediatric Surgery 40(9), 9-11, 2005
2_遅発性先天性横隔膜ヘルニアの4例
松本日出男、大柳玲嬉、布施茂登、森 俊彦 (NTT東日本札幌病院小児科)、 縫 明大 (小児外科)
日本小児科学会雑誌109:1136-1140、2005
3  The Functional lntegrity of a NornKlthCrmic Perfusion system Using Artificial Blood in Pig Liver
Nui A, Katsuranlaki T, Kikuchi Ⅱ, Kukita K, Kimura H, Meguro M, Nagayama l,Isobe lI, Hirata K
Journal of Surgical Research 131, 189-198, 2006
心臓血管外科
l  Absent pul■onary valve associated with tetralogy Of Fallot and complete atrioventricular
septal defect: report of a cace
Kikuchi, S , Yokozawa, M_                            Ann Thorac Cardiovasc Surg  ll:44-47, 2005
2. Dollble aortic arch associated with cKlnmon inlet left ventricle
Kikuchi, S , Yokozawa, M.                                     Pediatr Cardio1  26:484-485, 2005
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3_ Sinllltaneous repair of pectus cxcavatunl and tetralogy of Fallot: report of a case
Kikuchi, S , Ingu  l , Ito, M                     Ann Thorac Cardiovasc Surg  ll:320-323, 2005
4  Total anclnnious puinlonary venous connection with a ductus arteriosus aneurb7snl in a neonate:
report of a cace
Kikuchi, S , Yokozawa, I                                        Surg Today  35:1076-1077, 2005
脳神経外科
1 小児の中脳放射線障害―著しい神経症状を呈した脳腫瘍2例の検討
越智さと子、高橋義男、横山繁昭                 脳と神経 57(9)800805;2005
麻 酔 科
1 うつ熱に注意 体温のパイオロジー :なぜ体温は37℃なのか
川名 信 :｀    山蔭道明編 LiSA増刊 メディカル・サイエンス・インターナショナル 東京 2005
2 先天性横隔膜ヘルニアに完全大血管転位、総肺静脈還流異常を合併した1例
飛世史則、水野絵里、豊島由紀、川名 信                臨床麻酔 2005;29:10756
3 レベル用紙を利用したオリジナル薬物ラベルの作成
豊島由紀、飛世史則、水野絵里、川名 信                臨床麻酔 2005;29:10689
検 査 部
l  Stage IV Malignant Rhabdoid Tunor of the Kidney`D―-31
横山繁昭、高桑麗子、垣本恭志、小田孝憲、縫明大、平間敏憲       小児がん 42:143,2005
2 退形成上衣腫の一例
高桑麗子、横山繁昭、垣本恭志、高橋義男、越智さと子          小児がん 42:158,2005
薬   局
1_道立小児センターにおける院外処方せん拡大発行からみる医薬分業の現状と問題点
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